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■ 特集 コロナ災害とジェンダー 

世界を震撼させている新型コロナ感染は、ジェンダー不平等を反映して女性や 

子どもたちに大きな影響を与えています。その現状についての特集です。 
 

・「カネは男からもらえ」の仕組みがコロナ対策を損なう      ２ 

  日本のコロナ対策は、ケア労働の大半を担う、しかも過半数が非正規と 

いう働く女性の雇用差別に追い打ちをかけています。「1人当たり 10万円」 

の給付も世帯単位の仕組みは変わりません。ジャーナリスト竹信三恵子さん 

による現状分析です。 
 

・コロナ災害下、DV被害者支援の現場から            ３ 
国連をはじめ世界のメディアが警告したコロナ災害によるDVの急増に 

ついて民間シェルターを運営している船橋邦子代表の現場からの生の声です。 
 

・児童相談所を早期に新設する運動を展開して             ４ 
千葉県野田市のDV・児童虐待事件から 1年。増える児童虐待に子どもの 

命を守りたいとの思いをもった女性たちが集まり、始まった運動について会 

の創設者のひとりである湯浅和子さんの報告です。 
 

・国際的動き 
ポストコロナの社会を決めるのは女性たち            ５ 

  UN WomenとOECD共催の「COVID -19に 関する仮想円卓会議」が男女 

 共同参画局のHPで公表され、ジェンダーの包括的復興への道筋に対する政策が 

示されています。示唆に富む内容について要約したものです。 

 

■女性差別撤廃条約実現アクション 
「いまこそ、女性の権利を国際基準に !」             ６ 

女性差別撤廃条約「選択議定書」の批准をめざす運動は、2019年に同アク 

ションの結成から 1年。共同代表の浅倉むつ子さんによる、地方議会での意 

見書採択運動、請願署名運動、国会質疑など、1年間の活動と成果について 

の報告です。 
 

■「北京＋25」シリーズ④ 

私たちの「北京+25」－ 原点を確かめ、次の世代へ－     ７ 
  岡山県津山市の世界女性会議に参加した 16名の女性たちを中心に蓄積され 

た 25年間の活動の軌跡、現在について、地域コーカス「21netつやま」の活 

動を担い、現在事務局長である黒見節子さんのまとめです。 
 

■「書面決議の総会のお知らせ」ほか                ８ 

 


